
(57)【要約】
【課題】真珠養殖の根幹をなすアコヤガイ種苗の生残率を高めて効率的に、且つ環境に優
しいアコヤガイ種苗の生産方法を提供する。　
【解決手段】アコヤガイ種苗の生産方法は、真珠養殖において母貝として使用するアコヤ
ガイの飼料として、アコヤガイの至適飼育温度と同等の至適飼育温度で増殖する高温耐性
微細藻類を餌料として使用する。なお、高温耐性微細藻類の具体例としては、 Isochrysis
 sp.(Tahiti株 )等を挙げることができる。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
高 温 耐 性 微 細 藻 類 を 餌 料 と し て 投 与 す る こ と を 特 徴 と す る ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
高 温 耐 性 微 細 藻 類 が 、 Isochrysis sp.(Tahiti株 )で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 に 関 し 、 特 に 、 真 珠 養 殖 に お い て 母 貝 等 と し て
使 用 さ れ る ア コ ヤ ガ イ の 生 産 を 効 率 的 に 進 め る ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 真 珠 の 養 殖 に お い て は 、 母 貝 や ピ ー ス 貝 と し て 使 用 す る ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 は 、 そ の
真 珠 養 殖 全 体 の 根 幹 と な る 重 要 な 工 程 で あ る 。 そ し て 、 こ の ア コ ヤ ガ イ 種 苗 生 産 に お い て
、 ア コ ヤ ガ イ が 幼 生 で あ る 時 期 に は 、 Pavlovaや Chaetocerosな ど の 微 細 藻 類 を 飼 料 と し て
使 用 す る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た だ 、 前 記 微 細 藻 類 の 至 適 飼 育 温 度 （ 20～ 25℃ ） は 、 ア コ ヤ ガ イ の 幼 生 の 至 適 飼 育 温 度
（ 25～ 28℃ ） よ り 低 い 。 そ の た め 、 飼 育 温 度 を 前 記 微 細 藻 類 の 至 適 温 度 に 合 わ せ る と 、 ア
コ ヤ ガ イ の 幼 生 が 低 体 温 と な っ て 、 ア コ ヤ ガ イ 幼 生 の 増 殖 が 著 し く 低 下 す る 。 反 対 に 、 飼
育 温 度 を ア コ ヤ ガ イ の 幼 生 の 至 適 飼 育 温 度 に 合 わ せ る と 、 飼 料 が 死 滅 し て 水 質 が 悪 化 す る
の で 、 ア コ ヤ ガ イ の 幼 生 の 増 殖 が 著 し く 低 下 す る 。 こ の よ う な 理 由 か ら 、 一 般 的 に は 、 ア
コ ヤ ガ イ の 幼 生 の 至 適 飼 育 温 度 に 合 わ せ て 飼 育 し て い る が 、 水 質 の 悪 化 に よ る ア コ ヤ ガ イ
の 幼 生 の 生 残 率 の 低 下 と い う 問 題 は 解 決 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 特 定 の 藻 類 を 添 加 し て こ の 藻 類 の 光 合 成 作 用 に よ っ
て 水 質 の 改 善 を 図 り ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 残 性 を 向 上 さ せ る と い う 研 究 （ 特 許 文 献 １ を 参 照
。 ） も す で に な さ れ て い る 。 し か し 、 前 記 藻 類 の 添 加 に よ っ て も 、 生 残 率 の 向 上 や 水 質 の
改 善 は 十 分 で は な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ １ ２ ２ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 真 珠 養 殖 の 根 幹 を な す ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 残 率 を 高 め て 効 率 的 に
、 且 つ 環 境 に 優 し い ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 の ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 は 、 真 珠 養 殖 に お い て 母 貝 と し て 使 用 す る ア コ ヤ
ガ イ の 飼 料 と し て 、 ア コ ヤ ガ イ の 飼 育 温 度 と 同 等 又 は そ れ 以 上 の 海 水 温 度 で 増 殖 す る 高 温
耐 性 微 細 藻 類 を 餌 料 と し て 使 用 す る こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 は 、 ア コ ヤ ガ イ 種 苗 を 高 い 生 残 率 で 効 率 的 に 、 且
つ 水 質 の 汚 染 を 軽 減 し な が ら 生 産 す る こ と が で き る た め 、 こ の 生 産 方 法 を 利 用 す る こ と に
よ っ て 、 よ り 効 率 的 、 且 つ 環 境 に 優 し く 真 珠 を 養 殖 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 は 、 真 珠 養 殖 に お い て 母 貝 と し て 使 用 す る ア コ ヤ
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ガ イ の 飼 料 と し て 、 高 温 耐 性 微 細 藻 類 を 餌 料 と し て 使 用 す る こ と を 除 け ば 、 従 来 か ら あ る
ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 と 同 様 に し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 高 温 耐 性 微 細 藻 類 と は 、 そ の 至 適 飼 育 温 度 が 、 ア コ ヤ ガ イ 幼 生 の 至 適 飼 育 温 度
と 同 等 の 海 水 温 度 、 具 体 的 に は 25～ 28℃ で 増 殖 す る 微 細 藻 類 の こ と で あ り 、 具 体 的 に は 、
Isochrysis sp.(Tahiti株 )、 Chaetoceros ceratosporumな ど が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 こ の 2
種 の 藻 類 に つ い て は 、 独 立 行 政 法 人 　 水 産 総 合 研 究 セ ン タ ー 　 養 殖 研 究 所 等 か ら 入 手 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 は 、 飼 育 環 境 、 特 に 温 度 や 飼 料 密 度 を 制 御 し や す い こ と か
ら 、 陸 上 に 静 置 し た 水 槽 や タ ン ク の 中 で 行 う の が 好 ま し く 、 同 様 の 理 由 に よ り 高 温 耐 性 微
細 藻 類 の 飼 育 も 水 槽 や タ ン ク の 中 で 行 う の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 こ の 発 明 の ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 に は 、 例 え ば 、 ス キ ム ミ ル ク 、 ビ タ ミ ン 、
高 温 耐 性 で は な い 通 常 の 藻 類 を 加 え る 、 抗 生 物 質 を 投 与 す る 等 の 公 知 の 様 々 な 工 夫 を 加 え
て も よ い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に つ い て 実 施 例 に 基 づ い て よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 こ の 発 明 の 特 許 請 求
の 範 囲 は 如 何 な る 意 味 に お い て も 以 下 の 実 施 例 に よ っ て 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ １ ） 高 温 耐 性 微 細 藻 類 の 培 養
　 高 温 耐 性 微 細 藻 類 で あ る Isochrysis sp.(Tahiti株 )の 培 養 は 、 以 下 に 示 す よ う に 、 静 置
培 養 、 中 間 培 養 、 大 量 培 養 の ３ 段 階 に 分 け て 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ １ ａ ） 静 置 培 養
　 静 置 培 養 は 、 海 水 1Lあ た り NaNO 3 ： 100 mg, Na 2 HPO 4 ・ 12H 2 O: 14 mg, Na 2 SiO 3 ・ 9H 2 O: 1
50 mg, ク レ ワ ッ ト 32: 50 mg, を 含 む 溶 液 を オ ー ト ク レ ブ し た の ち 、 thiamine: 100 mg, 
biotin: 10 mg, ビ タ ミ ン B 1 2 : 0.2 mgを 加 え た 培 地 を 使 用 し て 、 800 lux, 28 ℃ の 環 境 で
10日 間 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ １ ｂ ） 中 間 培 養
　 中 間 培 養 は 、 静 置 培 養 と 同 じ 培 地 を 使 用 し て 、 2000 lux, 28 ℃ の 環 境 に お い て 6日 間 行
っ た 。 そ の 結 果 5Lの 培 養 液 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ １ ｃ ） 大 量 培 養
　 大 量 培 養 は 、 海 水 1 Lあ た り 、 NaNO 3 ： 50 mg, Na 2 HPO 4 ・ 12H 2 O: 7 mg, ク レ ワ ッ ト 32: 3
0 mg, を 含 む 溶 液 を オ ー ト ク レ ブ し た の ち 、 thiamine: 100 mg, biotin: 10 mg, ビ タ ミ
ン B 1 2 : 0.2 mgを 加 え た 培 地 を 含 む 100Lに 中 間 培 養 で 得 た 5 Lの 培 養 液 を 混 ぜ 、 4000～ 8000
 lux, 28 ℃ の 環 境 に お い て 6日 間 行 っ た 。 そ の 結 果 、 最 終 的 に Isochrysis sp.(Tahiti株 )
を 含 む 100Lの 培 養 液 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ２ ） ア コ ヤ ガ イ の 人 工 授 精
　 生 殖 巣 の 発 達 し た 日 本 産 ア コ ヤ ガ イ の 雄 と 雌 を 選 別 し 、 そ れ ぞ れ か ら 精 子 と 卵 を 取 り 出
し 、 フ ィ ル タ ー に よ り 濾 過 し 25℃ に 維 持 さ れ た 海 水 中 に 拡 散 さ せ た 。 な お 、 放 散 後 、 卵 に
関 し て は 、 1 N ア ン モ ニ ア 水 を 海 水 1Lあ た り に 1 mL加 え 、 30分 放 置 す る こ と よ り 卵 核 胞 の
崩 壊 を 誘 導 し 、 受 精 可 能 な 状 態 と し た 。 ま た 、 精 子 に 関 し て は 同 様 の 割 合 で ア ン モ ニ ア 水
を 加 え 、 5分 間 放 置 す る こ と に よ り 受 精 可 能 な 状 態 と し た 。 以 上 の よ う に し て 受 精 能 を 獲
得 し た 卵 と 精 子 を 海 水 ご と 混 合 す る こ と に よ り 受 精 を 開 始 さ せ た 。 30分 後 、 20μ mの ナ イ
ロ ン メ ッ シ ュ 上 に 受 精 卵 を 集 め 、 海 水 で 十 分 洗 浄 し た の ち 、 1ト ン 水 槽 に 移 し 発 生 を 開 始
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さ せ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ３ ） Isochrysis sp.(Tahiti株 )を 用 い た 幼 生 飼 育
　 受 精 後 1日 目 に お い て 受 精 卵 は D型 幼 生 に ま で 発 育 し 、 水 槽 内 を 活 発 に 遊 泳 し 始 め る の で
、 こ の 時 点 か ら Isochrysis sp.(Tahiti株 )を 餌 と し て 投 与 し た 。 こ こ で 、 養 殖 す る 際 の 水
温 、 ア コ ヤ ガ イ の 品 種 に よ っ て も 変 わ っ て く る も の の 、 投 与 す る 餌 の 量 は 厳 密 に 制 御 し な
け れ ば な ら な い 。 具 体 的 に は 、 本 実 施 例 の 場 合 、 投 与 す る 餌 の 量 を 日 を 追 っ て 順 次 増 加 し
な が ら 飼 育 し た 。 な お 、 付 着 段 階 ま で に は 受 精 後 30日 程 度 を 要 す る が 、 こ の 間 の 水 温 は 25
～ 28℃ に 維 持 し 、 数 日 ご と に 海 水 の 入 れ 換 え を 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 結 果 、 受 精 か ら 14日 目 ま で の 生 残 率 は 、 90％ で あ っ た 。 な お 、 生 残 率 は 、 14日 目 の
生 存 個 体 数 ÷ 正 常 に 発 生 し た 個 体 数 × 100に よ り 計 算 し た 。 こ れ と 同 様 の 方 法 に よ り 、 通
常 の 飼 料 で あ る Pavlova、 Chaetoceros等 を 使 用 し た 場 合 の 生 残 率 が 45％ 程 度 で あ る こ と を
考 え る と 、 こ の 発 明 の ア コ ヤ ガ イ 種 苗 の 生 産 方 法 に よ り ア コ ヤ ガ イ の 生 残 率 は 十 分 に 高 い
と 考 え ら れ る 。
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